
 

有限会社いこいの取組の概要 
  
○認定企業（有限会社いこい）の概要 

所 在 地  佐世保市 

労働者数  ６９人（男性１８人、女性５１人） 

事業内容  医療福祉業 
 
 ○行動計画に基づく取組内容 

（計画期間 平成２６年３月１日～平成２８年２月２９日） 

１ 妊娠中・産後の健康管理や、産前産後休暇・育児休業制度に関すること、復 

帰後の働き方等について相談窓口を設置する 

２ 計画期間内に、男性職員の育児休業取得者を１名以上とする 

３ 子どもに職員（保護者）の働く姿を見学してもらう「子ども参観日」を実施 

する 
 

 
 
企業からの一言 

○行動計画策定に当たって工夫した点 

  結婚や出産を機に退職する女性社員が多かったため、仕事と子育ての両立を支 

援する職場環境づくりを目指すこととし、産前産後休暇や育児休業制度について周

知したり、女性社員が気軽に相談できる体制を整えるために相談員を配置すること

を計画に掲げました。 

また、男性社員の育児休業の取得実績もなかったことから、男性の育児休業は「特

別なこと」ではなく、企業としてはむしろ積極的に活用してもらいたいという意向

で男性の育児休業取得を目標に掲げました。 
 
 ○行動計画策定・実施の効果 

   産前産後休暇や育児休業制度について社内で周知したり、既に設置していた事

業所内保育施設の利用を促すことにより、結婚・出産後も継続して就業する女性

社員が増えてきています。 

   また、男性の育児休業取得者が出たことで、男性も育児休業をしてよいのだと

他の社員の認識の変化にも繋がったように思います。 
 
○育児休業を取得した男性従業員の声 

   仕事が多忙なため、男性は育児休業を取得してはならないという概念がありま

したが、上司より男性の育児休業について何度も説明を受けるうちに「男性でも

育児休業を取得していいんだ」という考えに変わりました。 

また、現場が心配でしたが、業務改善や仕事の引継ぎを確実に行うことで、心

置きなく育児休業を取ることができました。復職後も「子ども参観日」を通して

子どもの成長を職場で感じることができ、仕事へのモチベーション向上にもなっ

ています。 
 
 ○育児休業を取得した男性従業員の上司の声 

 従業員の仕事と家庭生活どちらにおいても支援できたと思います。当初、部下

としては男性の育児休業は特別なことといった認識があったようで、複数回にわ

たって説明することで理解を得て、同様に他の従業員に対しても理解を求め、育

児休業取得時には職場の協力も得ることができました。 

今後も男性従業員の育児休業取得に限らず、設置している事業所内保育施設の

利用を促すとともに、男女どちらも子育てがしやすい企業を目指していきたいと

思います。 
 
 


